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私
の
ポ
ケ
ッ
ト

　

最
近
の
Ａ
Ｉ
の
進
化
は
私
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、「ChatGPT

」
の
よ
う
な
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
Ａ
Ｉ
は
、
人
間
に
近
い
会
話
を
実

現
し
、
具
体
的
な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
そ
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

い
と
感
じ
ま
す
。GPT

︲4.0

と
い
う
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
は
、
学
校
で
出
さ
れ
る
宿
題
レ

ベ
ル
の
問
題
は
、
難
な
く
解
く
こ
と
が
で

き
る
と
感
じ
、
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て

今
後
浸
透
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
一
人
の
親
と
し
て
は
、
一
抹
の

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
Ａ

Ｉ
を
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
す
る
中

で
、
た
だ
答
え
を
導
き
出
す
だ
け
で
、
真

に
考
え
る
力
や
問
題
解
決
力
が
育
つ
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
す
べ

て
を
解
決
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
で
考
え

る
機
会
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
Ａ
Ｉ

の
利
用
を
避
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
重
要
な
の
は
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
。
答
え

を
出
す
だ
け
の
道
具
で
は
な
く
、
自
分
で

考
え
、
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
使

う
べ
き
で
す
。

　

私
た
ち
は
、Ａ
Ｉ
と
共
存
す
る
社
会
で
、

自
分
自
身
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
思
考
す
る
ス

キ
ル
を
持
ち
、
そ
れ
を
子
供
た
ち
に
も
伝

え
る
べ
き
だ
と
感
じ
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、

Ａ
Ｉ
の
進
歩
は
学
習
を
助
け
、
私
た
ち
の

可
能
性
を
拡
大
す
る
一
助
と
な
る
は
ず
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
記
）

















































第
11
回
通
常
総
会
・
記
念
講
演
会
開
催

千葉政行
新会長

高橋道信氏

　

令
和
５
年
６
月
５
日
（
月
）、
ク
ー
ラ
ク
ー
リ

ア
ン
テ
サ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
第
11
回
通
常
総
会
・

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
上
重
聡
氏
を

講
師
に
迎
え
た
講
演
会
は
、
一
般
聴
講
者
も
含

め
約
２
３
０
名
参
加
の
も
と
、「
地
域
を
元
気
に

す
る　

ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
！
」
と
題
し
、
ラ

ジ
オ
福
島
の
高
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
聞
き
手
に
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｌ
学

園
の
エ
ー
ス
と
し
て
甲
子
園
で
松
坂
大
輔
と
投

げ
合
い
、
大
学
で
は
完
全
試
合
を
成
し
遂
げ
た

上
重
氏
。
苦
悩
や
葛
藤
を
乗
り
越
え
て
様
々
な

経
験
を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
貴
重
な
話
し
に
、
参

加
者
か
ら
は
「
元
気

と
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

た
」
等
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

等
の
報
告
の
後
、
令
和
４
年
度
決
算
承
認
の
件
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
等
に
つ
い
て

上
程
さ
れ
、
全
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
約
１
４
０
名
参
加
の
も
と
懇
親

会
を
開
催
。
冒
頭
に
は
、
齋
藤
高
紀
会
長
の
退

任
に
伴
い
新
会
長
に
就
任
し
た
千
葉
政
行
氏
よ

り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
総
会
で
は
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰
も
行
わ

れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

︽
役
員
功
労
者
表
彰
︾ 　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

齋
藤
高
紀
（
こ
こ
ろ
ネ
ッ
ト
㈱
）、高
橋
道
信
（
東

北
コ
ピ
ー
販
売
㈱
）、
佐
藤
司
（
㈲
佐
藤
左
官
）、

石
河
徳
雄
（
富
久
泉
工
業
㈱
）、塩
﨑
京
子
（（
資
）

航
）、多
田
恵
造
（
多
田
建
設
㈱
）、高
橋
愼
一
（
福

島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
）、
酒
田
五
郎
（
㈲
酒
田
工

業
）、
蒲
倉
達
也
（
福
島
リ
コ
ピ
ー
㈱
）

︽
会
員
増
強
表
彰
︾

樋
口　

郁
雄
（
福
島
信
用
金
庫
）

︽
会
員
増
強
優
秀
支
部
表
彰
︾

公
益
社
団
法
人
福
島
法
人
会
国
見
支
部

︽
福
利
厚
生
制
度
︵
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
︶

推
進
表
彰
︾

︻
会
員
の
部
︼

︿
金
賞
﹀
鈴
木　

武
雄
（
税
理
士
法
人
鈴
木
会
計
）、

︿
銅
賞
﹀
本
田
文
利
（
Ｆ
＆
Ｋ
合
同
会
社
）

︻
受
託
会
社
職
員
の
部
︼

︿
金
賞
﹀
阿
部
洋
子
（
大
同
生
命
福
島
営
業
所
）、

高
野
恭
子
（
〃
）、
村
島
誠
（
〃
）

　

通
常
総
会
は
、
来
賓
の
三
品
喜
光
福
島
税
務

署
長
様
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算

役　職 氏　名 会　社　名
会長 千　葉　政　行 ㈱サンベンディング福島

副会長 齋　藤　義　博 ㈱丸福織物
〃 岸　　　秀　年 トーニチ㈱
〃 紺　野　正　雄 ㈱Ａ水技研
〃 丹　野　善　一 福島紅葉漬㈱
〃 渡　邊　英　人 ㈲渡辺自動車
〃 引　地　正　樹 ㈱キョーシン金型
〃 藤　倉　伸　祥 ㈲藤倉保険企画
〃 穂　積　寿　男 ㈲竹屋菓子店
〃 斎　藤　規　雄 ㈲サイトウホーム
〃 伊　藤　信　弘 ㈱いちい
〃 佐　藤　真　也 ㈲佐藤新聞店
〃 宮　崎　泰　明 スナンエキスプレス㈱
〃 鈴　木　洋　敬 税理士法人鈴木会計伊達事務所

理事 最　上　　　諭 ㈱総合コンサルタンツ
〃 後　藤　洋　伸 後藤造園土木㈱
〃 三　浦　康　伸 東開クレテック㈱
〃 福　地　雅　人 ㈱フクトウ
〃 桃　井　三　夫 ㈱日新土建
〃 大和田　知　昭 ㈱大丸工務店
〃 村　山　広　一 陽光社印刷㈱
〃 手　塚　健　一 ㈱ウェディングエルティ
〃 日　下　直　哉 ㈱クサカ印刷所
〃 齋　藤　嘉　紀 丸藤ガラス㈱
〃 五十畑　昌　之 東北自興㈱
〃 加　納　武　志 ㈲菅野地所

役　職 氏　名 会　社　名
理事 佐　藤　武　彦 ㈲ダイワプラン
〃 佐　藤　万　吉 ㈱山和
〃 星　野　真　弘 ㈱星野合金
〃 堀　切　知　之 ㈲丸滝
〃 菅　野　　　晋 丸進機業㈱
〃 三　品　清　重 ㈱アグリテクノ
〃 森　藤　洋　一 森藤食品㈱
〃 酒　井　富　也 ㈱酒井東栄コーポレーション
〃 柴　田　和　明 ㈲アライブ
〃 大　澤　益　三 ㈲益蔵
〃 大和田　利　明 ㈲大和田会計事務所
〃 酒　井　良　晃 伊達貨物運送㈱
〃 多　田　憲　司 共進㈱
〃 箭　内　一　典 ㈲やない製麺
〃 渡　邊　浩　二 ㈱渡辺工務店
〃 阿　部　義　己 ㈱阿部ニット
〃 大　内　千　春 ㈱ウインスリーひかり
〃 紺　野　　　学 ㈱橋脇商店
〃 髙　橋　好　雄 ㈲ふくしま中央交通
〃 村　山　雅　枝 陽光社印刷㈱
〃 原　田　純　子 東北精密工業㈱
〃 伊　藤　淳　一 ㈱伊藤製作所
〃 藤　井　拓　哉 ㈱アブソーブ
〃 池　田　進　二 福島中央青果卸売㈱
〃 蒲　倉　久　夫 ㈱サンダーファミリー
〃 羽　田　和　德 ㈱たまのや

役　職 氏　名 会　社　名
理事 佐　藤　光太郎 ㈱フレッグ
〃 鈴　木　洋　子 ㈱ユアライフ
〃 箱　岩　　　偉 ㈲テレサ
〃 藤　野　圭　史 ㈱藤野
〃 横　山　りつ子 ㈲おりおり
〃 鈴　木　武　雄 税理士法人鈴木会計
〃 佐戸川　政　実 福島鈑金工業㈱
〃 大　橋　広　明 日東物産㈱
〃 冨　塚　新　吉 進和ビジネス㈱
〃 佐　藤　　　一 東北精密工業㈱
〃 実　沢　芳　史 ㈲みさわ建築設計事務所
〃 熊　倉　千　恵 ㈲すし処辰巳
〃 樋　口　卓　弥 ㈱樋口屋商店
〃 菅　野　泰　弘 ㈲菅野自動車
〃 古　川　壮　一 ㈱フルカワ
〃 横　山　利　幸 ㈱福島銀行
〃 阿　部　邦　宏 富久泉工業㈱
〃 高　橋　　　剛 東北コピー販売㈱
〃 小　熊　弘　人 社会福祉法人あいあい福祉会
〃 佐　藤　龍　史 ㈱ＳＰＩ
〃 石　本　理　恵 ㈱福島丸公

監事 樋　口　郁　雄 福島信用金庫
〃 佐　藤　正　志 ㈲佐藤会計事務所
〃 田　辺　直　之 ㈱東邦銀行
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今
回
は
、
令
和
５
年
度
税
制
改
正
の
内
容

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

︻
少
額
特
例
︼

　

１
万
円
未
満
の
課
税
仕
入
れ
（
経
費
等
）

に
つ
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
な
く
て

も
帳
簿
の
保
存
の
み
で
仕
入
税
額
控
除
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

︹
対
象
に
な
る
方
︺

　

２
年
前
（
基
準
期
間
）
の
課
税
売
上
が

１
億
円
以
下
ま
た
は
１
年
前
の
上
半
期
の
課

税
売
上
が
５
千
万
円
以
下
の
方

︹
対
象
期
間
︺

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
11
年
９
月

30
日
ま
で
に
行
う
課
税
仕
入
れ

︻
２
割
特
例
︼

　

免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
に
な
っ
た
場
合
の
税
負
担
・
事
務
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
売
上
税
額
の
２
割
を
納
税

額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
事
前
の
届
出
も
不
要
で
、
申
告
時

に
適
用
す
る
か
ど
う
か
の
選
択
が
可
能
で

す
。

︹
対
象
期
間
︺

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月

30
日
ま
で
の
日
の
属
す
る
課
税
期
間

︻
少
額
な
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
が
不
要
︼

　

１
万
円
未
満
の
値
引
き
や
返
品
等
に
つ
い

て
、
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義
務
が
免
除

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
振
込
手
数
料
分
を
値
引
処
理
す
る

場
合
も
対
象
で
す
。

︹
対
象
に
な
る
方
︺

　

す
べ
て
の
方

︹
対
象
期
間
︺

　

適
用
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
（
イ
ン
ボ
ス
制

度
開
始
時
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。）

︻
登
録
申
請
手
続
の
柔
軟
化
︼

　

令
和
５
年
４
月
以
降
の
登
録
申
請
で
あ
っ

て
も
、
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
に
登
録
申

請
書
を
提
出
し
た
場
合
は
、
制
度
開
始
日
で

あ
る
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

︹
対
象
と
な
る
方
︺

　

す
べ
て
の
方

　

※　

制
度
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
、

　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

　
　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト
」

　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

︽
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
⑤
︾

︹
対
象
に
な
る
方
︺

　

免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
に
な
っ
た
方
（
２
年
前
（
基
準
期
間
）
の

課
税
売
上
が
１
，
０
０
０
万
円
以
下
等
の
要

件
を
満
た
す
方
）

　

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
が
便
利
で
す
」

　

福
島
県
で
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
、
電

子
申
告
、
電
子
納
付
、
電
子
申
請
・
届

出
が
可
能
で
す
。

◇
対
象
税
目

　

法
人
県
民
税

　

法
人
事
業
税

　

特
別
法
人
事
業
税

　

県
民
税
（
利
子
割
、
配
当
割
、
株
式

　

等
譲
渡
所
得
割
）

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
、
申
告
か
ら
納
税
ま

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
金
融
機
関
へ
出
向
く
こ
と

な
く
、
複
数
の
地
方
団
体
へ
一
括
で
納

付
で
き
る
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

　

な
お
、
資
本
金
１
億
円
超
の
普
通
法

人
等
が
行
う
令
和
２
年
４
月
１
日
以
後

に
開
始
す
る
事
業
年
度
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
提
出
が
義

務
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
注
意

く
だ
さ
い
。

◇
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
操
作
に
関
し
て
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
電
話

０
５
７
０-

０
８-

１
４
５
９
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他
、
県
税
に
関
し
て
は
、
最
寄

り
の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
た
は
県
庁

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
（
県
庁
税
務
課
）
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税
理
士
は
も
ち
ろ
ん
税
に
関
す
る
専
門
家

で
す
。
普
段
は
関
与
先
の
税
務
代
理
・
税
務

書
類
の
作
成
・
税
務
相
談
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
公
益
的
業
務

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
公

益
的
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①　

地
方
公
共
団
体
監
査
制
度

　

地
方
公
共
団
体
の
監
査
制
度
は
、
従
来
監

査
委
員
に
よ
る
内
部
監
査
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
10
年
10
月
よ
り
地
方
公
共

団
体
に
税
理
士
・
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
に

よ
る
外
部
監
査
制
度
が
導
入
さ
れ
監
査
制
度

の
充
実
、
強
化
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
透
明
性
・
客
観
性
の
高
い
効
率
的

な
行
財
政
運
営
の
実
現
へ
む
け
住
民
の
視
点

に
立
っ
た
提
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
税
理
士

は
全
国
の
地
域
に
密
着
し
て
業
務
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
多
く
の
団
体
の
監
査
委
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

②　

政
治
資
金
監
査
制
度

　

政
治
資
金
規
正
法
が
平
成
19
年
12
月
に
改

正
さ
れ
、
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
収
支
報
告
書
、
会
計
帳

簿
、
領
収
等
に
つ
い
て
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
（
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
の
登
録
を

受
け
た
税
理
士
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
）

に
よ
る
政
治
資
金
監
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
政
治
資
金
の
使
途
に

対
す
る
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
監
査
を
行

い
ま
す
。

③　

成
年
後
見
制
度

　

認
知
症
高
齢
者
等
の
増
加
に
よ
り
、
成
年

後
見
制
度
の
利
用
の
必
要
性
が
高
ま
る
一
方

で
、
成
年
後
見
人
等
の
担
い
手
の
育
成
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
税
理
士
は
、
成
年
後

見
制
度
、
こ
と
に
財
産
管
理
に
お
い
て
そ
の

職
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で

活
動
す
る
会
員
が
こ
の
制
度
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
北
税
理
士
会
で
は
東
北
税
理
士
会
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、一
般
市
民
・

税
理
士
会
員
向
け
の
相
談
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

④　

行
政
不
服
審
査
制
度

　

行
政
不
服
審
査
制
度
は
、
行
政
処
分
に
関

し
、
国
民
が
そ
の
見
直
し
を
求
め
、
行
政
庁

に
不
服
を
申
し
立
て
る
手
続
き
を
い
い
、
簡

易
迅
速
な
手
続
き
に
よ
り
、
国
民
の
権
利
利

益
の
救
済
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。
平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
審
理

員
に
よ
る
審
理
手
続
き
や
第
三
者
機
関
へ
の

諮
問
手
続
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
理
士

は
税
務
の
専
門
家
と
い
う
立
場
か
ら
、
審
理

員
や
第
三
者
機
関
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
公
益
法
人
へ
の
関
与
等
様
々
な
分
野

で
税
理
士
は
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
税

理
士
が
行
う
公
益
的
業
務
に
つ
い
て
寄
稿
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
税
理
士
の
公
益
的
業

務
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

安
部
修
太
郎

　
　
学
校
法
人
東
稜
学
園
福
島
東
稜
高
等
学
校
　
三
年 

　
菅
　
野
　
綾
　
香

令
和
４
年
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
入
賞
作
品

復
興
に
お
け
る
税
金
の
役
割
に
つ
い
て

福
島
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
長
賞

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

日
本
は
世
界
有
数
の
災
害
頻
発
国
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
人
の
命
を
奪

い
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、

震
災
発
生
後
に
避
難
区
域
と
な
っ
て
い
た
市

町
村
は
現
在
に
な
っ
て
解
除
さ
れ
、
徐
々
に

復
興
し
て
い
る
。
私
は
「
税
」
に
つ
い
て
調

べ
て
い
る
際
、
災
害
か
ら
の
復
興
に
も
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

は
、
私
が
通
う
は
ず
だ
っ
た
小
学
校
は
真
新

し
い
校
舎
と
な
り
初
め
て
校
舎
を
見
た
時
の

感
情
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
校
舎

で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、
今
で
は
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
に
愛

さ
れ
る
校
舎
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
復

興
す
る
の
に
は
、
多
く
の
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
は
ず
だ
。
被
災
し
た
人
々
の
日
常
と
笑

顔
を
取
り
戻
し
、
復
興
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
人
達
や
税
金
を
納
め
て
く
だ
さ
っ
た

人
達
に
感
謝
の
気
持
ち
で
溢
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
思
う
。

　

最
近
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
多

く
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど

様
々
な
場
面
で
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
税

金
に
よ
っ
て
多
く
の
人
の
安
全
と
幸
福
が
守

ら
れ
て
い
る
。
何
げ
な
い
生
活
が
税
金
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
た
。

　

私
は
税
金
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
深
く
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
税

金
は
身
近
な
所
で
使
わ
れ
学
ぶ
機
会
は
多
く

あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
将
来
自
分
自
身

で
税
金
を
支
払
う
時
が
く
る
。
税
金
に
よ
っ

て
私
が
助
け
ら
れ
た
よ
う
に
私
も
誰
か
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
納
税
者
に
な
り

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

税
金
が
社
会
全
体
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
念

頭
に
お
き
な
が
ら
生
活
し

た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
で
の
税
金
の
使
い
道
は
、

仮
設
住
宅
・
道
路
・
瓦
礫
撤
去
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
。
私
の
地
元
も
震
災
の
影
響
に

よ
っ
て
被
災
し
て
し
ま
い
、
避
難
区
域
と

な
っ
た
。
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
も
の
の
、

震
災
か
ら
五
年
経
っ
た
年
に
は
無
事
に
解
除

さ
れ
た
。
五
年
ぶ
り
の
ふ
る
さ
と
は
道
路
が

き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
た
り
除
染
が
行
わ
れ
た

り
な
ど
綺
麗
に
元
通
り
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
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◦
租
税
教
室

　

福
島
法
人
会
青
年
部
会
で
は
今
年
度
、
小
中
学

校
含
め
て
43
校
で
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

私
は
昨
夏
よ
り
青
年
部
会
に
所
属
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
回
が
初
め
て
の
租
税
教
室
で
し
た
。
入

会
当
初
は
、
税
金
の
こ
と
な
ど
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら

ず
、
自
分
な
ん
か
が
授
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
？
と
正
直
戸
惑
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

諸
先
輩
方
の
授
業
を
拝
見
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、税
金
へ
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

な
ん
と
８
校
で
の
授
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

担
当
す
る
う
え
で
、
税
金
に
つ
い
て
楽
し
く
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
！
と
い
う
願
い
が
あ
っ

た
の
で
、
一
方
的
に
話
す
授
業
に
な
ら
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
児
童
の
皆
さ
ん

が
積
極
的
に
質
問
、
回
答
を
し
て
く
れ
た
の
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
授
業
が
終
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

ど
こ
の
学
校
で
も
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ
は
大
人
気

で
、
児
童
の
皆
さ
ん
の
興
味
津
々
な
姿
に
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
児
童
の
皆
さ
ん
に
は
、
税

金
の
大
切
さ
を
感
じ
て
頂
き
、
税
金
に
興
味
を

持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
自
分
自
身
、
大
切

な
税
金
を
教
え
る
租
税
教
室
の
講
師
と
い
う
自
覚

を
し
っ
か
り
持
ち
、
今
後
と
も
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
会
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女
性
部
会

◦
第
17
回
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
愛
媛
大
会
」

　

４
月
13
日
、
全
国
か
ら
１
９
０
０
名
余
り
の

女
性
部
会
員
が
〝
ア
イ
テ
ム
愛
媛
〟
に
集
い
ま

し
た
。
今
回
の
記
念
講
演
は
俳
人
の
夏
井
い
つ

き
氏
に
よ
る
〝
句
会
ラ
イ
ブ
〟
で
す
。

　

第
１
部
で
参
加
者
全
員
が
俳
句
の
作
り
方

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
頭
を
ひ
ね
り
な
が
ら

俳
句
を
作
り
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
式

典
を
挟
ん
で
開
催
さ
れ
た
第
２
部
に
お
い
て

優
秀
句
と
特
選
句
３
句
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
制
作
者
一
人
一
人
に
そ
の
句
を
詠
ん
だ

気
持
ち
を
聞
き
、「
そ
う
か
そ
う
か
」
と
テ
レ

ビ
で
お
馴
染
み
の
語
り
口
調
で
、
選
ば
れ
た

優
秀
句
10
句
余
り

が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
特
選

３
句
が
ス
テ
ー
ジ

上
に
映
し
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
読
ん
だ
心
情

を
聞
く
た
び
に
会

場
か
ら
は
よ
り
一

層
の
拍
手
や
感
嘆

の
声
が
上
が
り
ま

す
。
そ
し
て
見
事

１
位
に
選
ば
れ
た

句
は
、

　

春
の
波
　
決
断
は
い
つ
も
　
一
人
で
す

と
い
う
、
宮
城
県
連
の
今
年
度
新
部
会
長
と

な
ら
れ
た
方
の
、
そ
の
心
情
を
う
た
っ
た
句

で
し
た
。

　

第
２
部
の
冒
頭
、「
１
０
０
人
ぐ
ら
い
出

し
て
な
か
っ
た
よ
！
私
は
そ
の
１
０
０
人
の

方
が
気
に
な
る
よ
！
」
な
ど
と
会
場
の
笑
い

を
誘
い
な
が
ら
、
終
始
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
素

晴
ら
し
い
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

◦
相
双
法
人
会
女
性
部
会
と
の
交
流
会

　

４
月
20
日
に
相
双
法
人
会
と
の
交
流
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
震
災
以
降
、
３
度
目

の
交
流
会
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」

「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
」
震

災
遺
構
の
「
請
戸
小
学
校
」「
と
み
お
か
ア
ー

カ
イ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
訪
問
し
、
浪

江
町
内
を
移
動
の
際
は
、
相
双
の
部
会
員
さ

ん
手
作
り
の
資
料
を
手
に
、
復
興
の
様
子
な

ど
説
明
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
忘
れ
て
は
い

け
な
い
も
の
・
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

を
再
認
識
し
た
と
同
時
に
、
訪
れ
る
た
び
に

道
が
き
れ
い
に
な
り
、新
し
い
建
物
が
で
き
、

ゆ
っ
く
り
で
は
あ
り
ま
す
が
力
強
い
復
興
の

様
子
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昼
食
は
浪
江
町
の
鰻
屋
さ
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
絶
品
！
地
元
で
は
有
名
な

お
店
だ
そ
う
で
す
が
、
本
当
に
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
♪

　

も
ち
ろ
ん
、
お
買
い
物
タ
イ
ム
も
充
実
し

た
も
の
と
な
り
、
大
満

足
の
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
相
双
法
人
会
の
皆

様
、
今
回
も
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
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◦
研
修
交
流
会

　

令
和
５
年
５
月
23
日
、
ク
ー
ラ

ク
ー
リ
ア
ン
テ
サ
ン
パ
レ
ス
に
お
い

て
女
性
部
会
の
第
11
回
研
修
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
税
務
署
長
、

本
会
会
長
、
青
年
部
会
長
、
関
連
会

社
代
表
の
方
を
始
め
、
多
く
の
ご
来

賓
と
会
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
唱
和
の
後
、
塩
㟢
部

会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を
審
議
、

全
議
案
が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
役
員
の
挨
拶
、
来
賓
の
祝
辞
を

い
た
だ
き
無
事
閉
会
し
、
引
き
続
き

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
鈴
木
洋
子
新
部
会

長
よ
り
、
旧
部
会
長
へ
感
謝
の
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
熊
倉
千
恵
会
員

の
三
味
線
で
、
飯
坂
小
唄
を
唄
い
な

が
ら
、
全
員
で
踊
り
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

会
員
の
高
齢
化
、
減
少
と
法
人
会

活
動
も
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、新
役
員
と
会
員
が
協
力
し
合
い
、

楽
し
く
、
役
に
立
つ
女
性
部
会
と
し

て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
の
思
い
を
強

く
し
た
研
修
交
流
会
で
し
た
。

女
性
部
会

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

福島法人会よりインターネットセミナーのご案内

会員ID：１２９１ パスワード：５０１２ID・パスワードは

会員の方は６００タイトル以上のセミナーが無料で受講できます
お問い合わせは福島法人会事務局まで

福島法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます

https://f-hojin.or.jp ⇒左ﾊﾞﾅｰ をｸﾘｯｸ

法　人　名 代表者 住　　所 業　種　名
東北ネオライト工業株式会社 中川　伸一 伊達郡川俣町飯坂字上中居30‐1 製造業
株式会社ＬＩＧ 本田　直木 福島市黒岩字八郎内21番地の2共栄ハイツ106号 建設業
株式会社三浦建築 三浦　一也 伊達郡川俣町飯坂字上中居31-6 建設業
社会福祉法人あいあい福祉会 小熊與太郎 福島市松川町水原字神明山25-2 福祉
株式会社佐藤測量設計 佐藤　克宏 福島市笹谷字下成出21-10 測量業
古川建装株式会社 古川　啓介 伊達郡川俣町字賤ノ田25-5 建設業(内装仕上･とび･土工)
一般社団法人災害準備研究所 安井　清孝 福島市飯坂町字錦町1-11 情報サービス

＊新入会員のうち情報公開に同意いただいた会員のみを掲載しています新規加入者紹介
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会員企業を応援! わわわわわわわわつ 福島法人会

株式会社 笑　夢
 代表取締役　芳賀　 眞　さん

【所在地】　　〒960-8003　福島市森合字西養山１番地
【設　立】　　2006年10月
【事業内容】　飲食業
【連絡先】　　024-597-8480

つつつ!!!!!!

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
お
店
で
す
か
？

　

２
０
０
６
年
の
10
月
に
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た

ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
の
専
門
店
で
す
。

　

ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
は
ス
パ
イ
ス
を
数
種
類
か
ら

数
十
種
類
使
っ
て
い
ま
す
が
、
笑
夢
カ
レ
ー
の
特

徴
と
し
て
は
、
食
材
の
う
ま
み
を
生
か
す
た
め
に

塩
を
多
く
使
用
せ
ず
、
食
材
の
う
ま
み
と
ス
パ
イ

ス
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
優
し
く
食
べ
や
す
い
カ

レ
ー
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

　

そ
の
日
に
よ
り
ま
す
が
、
６
種
類
か
ら
８
種
類

ぐ
ら
い
の
カ
レ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
お
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

当
時
、
福
島
市
で
も
カ
レ
ー
専
門
店
は
数
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
ス
パ
イ
ス
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
、
２
０
０
０
年
頭
ぐ
ら
い
か
ら

ス
パ
イ
ス
に
興
味
を
持
ち
、
月
に
１
回
お
客
様
に

来
て
頂
い
て
食
べ
て
も
ら
い
福
島
市
で
で
き
る
の

か
模
索
し
な
が
ら
腕
を
上
げ
て
い
き
、
と
い
う
の

を
４
、５
年
ぐ
ら
い
続
け
て
２
０
０
６
年
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
大
阪
に
も
お
店
を
出
さ
れ
ま
し
た
が
？　

　

大
阪
の
お
店
は
本
店
移
動
に
伴
い
移
転
い
た

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
始
め
た
笑
夢
北
梅
田
店
は
お
陰

様
で
沢
山
の
お
客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
東
北

だ
け
で
は
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
方
々
と
の
新

し
い
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
福
島
本
店
も
北

梅
田
店
を
通
し
て
選
ば
れ
た
受
賞
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
東
北
を
代
表
す
る
素
晴
ら
し
い
場
所

へ
の
移
転
も
決
ま
り
ま
し
た
。
改
め
て
笑
夢
カ

レ
ー
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
皆
さ

ま
へ
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
疲
弊
し
て
い
た

大
阪
飲
食
業
界
も
元
気
を
取
り
戻
し
て
き
た

今
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
て
お
り
ま

し
た
（
株
）
関
住
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
大
阪

市
の
梅
北
再
開
発
事
業
に
備
え
、
本
業
で
あ
る

不
動
産
業
に
立
ち
返
り
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
注
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
株
）

笑
夢
は
そ
の
経
営
方
針
を
理
解
し
、
応
援
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
客
様
皆
さ
ま
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た

北
梅
田
店
を
手
放
す
こ
と
は
心
苦
し
い
で
す

が
、
カ
レ
ー
づ
く
り
、
街
づ
く
り
を
通
し
て
こ

れ
か
ら
も
大
阪
カ
ル
チ
ャ
ー
と
寄
り
添
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
お
客
様
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
、
社
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

Ｑ
．
法
人
会
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

皆
さ
ん
お
仕
事
が
お
忙
し
い
中
で
や
ら
れ
て

る
の
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
横
の
繋
が
り

だ
っ
た
り
と
か
、
会
社
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の

皆
様
の
強
み
だ
っ
た
り
と
か
、
あ
と
課
題
だ
っ

た
り
っ
て
い
う
の
を
聞
く
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
勉
強
す
る
機
会
と
か
、
地
域
社
会
貢
献
に

対
す
る
考
え
方
と
か
行
動
っ
て
い
う
の
を
学
ば

せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
お
店
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

〒960-8003　福島市森合字西養山１番地

　

福
島
県
立
美
術
館
内
に
４

月
25
日
移
転
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆

様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

芳賀　 眞


